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ブ
ル
ー
ス
タ
ー
町
の
概
況

都
市
名
：
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

プ
ル
ー
ス
タ
ー
町

首
長
名
：
人
ワ
ー
ド
．
Ｍ
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル

人
口
・
・
約
五
、
○
○
○
人

産
物
…
農
業
都
市
で
あ
り
、
リ
ン
・
コ
や
ナ
シ
な
ど

の
果
実
、
家
畜
、
小
麦
及
び
製
材
な
ど
が

主
な
る
産
物
で
す
。

そ
の
他
…
そ
の
外
病
院
、
診
療
所
、
六
○
○
人
が
学

ん
で
い
る
学
校
、
小
都
市
を
形
づ
へ
る
商

店
街
が
あ
り
ま
す
。

茨城宇宙通信実験所

さ
る
五
月
二
十
二
日
の
市
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
「
高
萩
市

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト

ン
州
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
町
と
の
間

に
姉
妹
都
市
の
締
結
」
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
姉
妹
都
市
締
粘
に
つ
い

て
は
、
国
際
電
信
電
話
株
式
会

社
を
通
じ
て
、
昨
年
よ
り
話
し

が
も
ち
あ
が
り
、
同
じ
宇
宙
地

上
局
を
持
つ
当
市
と
ブ
ル
ー
ス

タ
ー
町
は
宇
宙
開
発
に
叉
日
米

の
交
流
に
お
い
て
役
立
っ
て
い

る
共
通
の
都
市
・
・
：
：
…
と
い
う

立
場
か
ら
結
ば
れ
た
も
の
で
す

今
後
こ
の
姉
妹
都
市
の
締
結

に
よ
り
、
わ
が
市
の
教
育
、
文

化
、
産
業
に
大
い
に
役
立
つ
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

－475－



市 報 た か は ぎ昭和42年6月30日発行 (2）
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(3) 昭和42年6月3○日発行市報 た か は ぎ
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市報 は ぎ (4）た か昭和42年6月30日発行

○
早
く
見
つ
け
、
早
く
退
治
す

る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
、
葉

の
裏
に
幼
虫
が
群
棲
し
て
い

る
の
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の

枝
を
切
り
落
と
し
て
焼
く
。

○
ま
た
棒
の
先
に
ポ
ロ
キ
レ
を

巻
き
つ
け
、
油
を
に
じ
ま
せ

て
燃
や
し
な
が
ら
焼
き
殺
す

○
幼
虫
が
分
散
し
た
と
き
の
農

薬
散
布
に
は
デ
イ
プ
テ
レ
シ

ク
ス
液
（
乳
剤
千
五
百
傭
、

（
日
立
工
業
校
定
時
制
主
事
）

◎
近
現
代
ｌ
生
Ⅲ
目
蛸
志
先

生
（
松
岡
中
教
諭
）

以
上
四
人
の
先
生
に
よ
っ
て

市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、

現
在
高
萩
市
史
（
Ｂ
５
版
、
千

二
百
・
ヘ
ー
ジ
）
を
編
さ
ん
中
で

す
．

編
さ
ん
委
員
の
方
は
ｌ

◎
原
始
古
代
‐
：
；
・
志
、
淳
一
先

生
（
淡
城
キ
リ
ス
ト
教
大
助

教
授
）

◎
中
世
ｌ
江
尻
光
昭
先
生

（
高
萩
中
教
諭
）

◎
近
世
ｌ
鶯
松
四
郎
先
生

■
ど
う
し
て
退
治
し
た
ら

よ
い
か

アメリカ

‘灘鱒・
シロヒトリ

を

高
萩
市
の
古
い
写
真
や

史
料
を
お
貸
し
下
さ
い

4

4

退
治

Ｉ
）
、
よ
ア
ブ

水
和
液
千
倍
）
が
有
効
で
す

■
ど
ん
な
被
害
を
お
よ
ぼ

す
か
？

①
卵
か
ら
か
え
っ
た
ば
か
り
の

と
き
は
、
集
団
で
糸
を
は
き

く
も
の
巣
状
の
巣
を
作
り
そ

の
中
で
群
懐
し
て
蕊
を
食
べ

る
、
葉
脈
を
残
す
の
で
、
膳

が
す
か
し
状
に
な
る
。

②
枝
や
木
が
丸
坊
主
に
な
る

③
速
方
ま
で
移
動
し
、
家
の
中

に
ま
で
入
っ
て
く
る
。

■
ど
ん
な
木
を
食
べ
る
か

㈹
、
明
治
、
大
正
時
代
の
小
学

校
の
建
物
、
児
童
生
徒
の
活

動
の
様
子

㈲
、
日
華
事
変
、
太
平
洋
戦
争

洲
査
、
執
筆
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
寺
が
、
埋
も
れ
た
貴
重
な

史
料
、
写
真
が
ご
家
庭
に
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
史
細
さ
ん
委
員

会
（
教
育
委
員
会
内
）
叉
は
前

述
の
先
生
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

と
く
に
次
の
写
真
や
囎
料
非
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
史
料
に
お

役
に
た
た
せ
て
下
さ
い
。

教
育
関
係

Ｂ
Ｐ
Ｊ
ｂ
０
９
０
ｌ

目
、
勤
労
動
員
、
防
火
訓
練
、

㈱
，
牢
襲
、
脈
砲
射
蜷
の
時
の

被
害
写
真

向
愛
国
婦
人
会
、
青
年
団
、

戦
争
中
の
状
況

㈹
、
高
萩
の
街
の
状
況
を
表
わ

し
て
い
る
写
真

口
出
祉
祁
人
を
一
送
る
写
画

い
、
遺
骨
芹
迎
え
る
様
子

中
の
学
校
の
で
き
ご
と

奉
安
殿
に
礼
を
す
る
生
徒
、

避
難
訓
練
、
勤
労
奉
仕
、
先

生
や
生
徒
の
服
装
、
教
科
耆

内
、
戦
後
二
六
年
ご
ろ
ま
で
の

学
校
の
様
子
を
示
す
写
真
、

教
科
書
、
史
料
（
例
え
ば
作

文
、
先
生
、
生
徒
、
家
庭
の

状
況
）

み
な
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り

献
血
運
動
が
盛
に
な
っ
て
、
献

血
に
よ
る
善
意
の
保
存
血
液
が

ふ
え
て
き
た
と
は
い
う
も
の
の

こ
れ
で
満
足
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
、
最
近
の
よ
う
に
交

通
事
故
が
多
く
、
外
科
手
術
の

機
会
も
多
く
な
る
と
、
血
液
の

需
要
最
は
す
す
ま
す
ふ
え
る
か

ら
で
す
、
い
つ
自
分
の
身
に
ふ

り
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
事
故

プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ク
ワ
、
サ
ク

ラ
、
キ
リ
、
ヤ
ナ
ギ
、
ポ
プ
ラ

マ
サ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
ア
オ
ギ
リ

カ
キ
、
ウ
メ
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ

み
ん
な
て
愛
の

献
血
を

，
ア
リ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
卜
Ｆ
０
Ｐ
ｂ
ｂ
９
ト
リ
ｐ
０
ト
リ
り
り
Ｐ
ｂ

在
ま
で
）

こ
の
ほ
か
、
こ
ん
な
書
き
つ

け
、
こ
ん
な
写
真
は
…
…
と
思

わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。

戦
後
の
ま
ち
の
状
況

㈹
、
戦
災
後
の
人
々
の
生
活

㈲
、
復
興
の
状
況
、
農
村
の
生

活
状
態

そ
の
他

㈹
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
各
時

代
の
高
萩
町
の
写
頁

㈲
、
高
萩
駅
開
通
当
時
の
写
真

新
聞

例
、
乗
合
バ
ス
、
人
力
車

目
、
戦
後
の
高
萩
炭
砿
事
件
、

転
安
事
件

㈱
、
町
内
祭
礼
（
明
治
か
ら
現

や
病
気
の
と
き
に
、
安
心
し
て

十
分
な
輪
Ⅲ
が
箸
け
ら
れ
る
よ

う
、
承
ん
な
で
助
け
合
弓
献
Ⅲ

運
動
に
協
力
－
、
健
康
な
Ⅲ
波

を
献
皿
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

》
ｈ
ノ
０

糸
な
さ
ん
の
愛
の
献
Ⅲ
叩
が

毎
月
十
五
日
ご
ろ
巡
川
し
て
く

る
予
定
で
す
、
移
動
採
川
車
を

利
用
し
て
献
皿
を
い
た
し
ず
し

卜
生
巽
ノ
、

ア
ン
ズ
、
ナ
シ
、
ク
ル
ミ
な
ど

発
生
時
期
・
・
・
・
・
・
６
月
下
旬
と
８

月
、
９
月
上
旬
ご
ろ

の
二
回
で
す
。

大
政
翼
賛
会
等
の
活
測

▲
■
■
１
１
①

▲
■
■
１
０
今

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
昭
和
佃

年
６
月
に
施
行
さ
れ
て
以
来
、

現
在
ま
で
の
特
別
弔
慰
金
の
請

求
状
況
は
極
め
て
低
調
で
す
。

こ
の
ま
上
で
す
と
昭
和
招
年

５
月
訓
日
を
も
っ
て
完
成
す
る

時
効
に
み
り
、
請
求
権
を
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
咄
慰
金
耐
水
柿
の
あ
る

遺
族
の
か
た
は
、
早
急
に
請
水

手
続
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

市
役
所
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
募
集

市
役
所
の
臨
時
的
業
務
を
処

理
す
る
た
め
の
。
〈
Ｉ
ト
タ
イ
マ

ー
を
、
次
の
よ
う
に
募
集
し
ま

す
。▼

応
募
資
絡
年
令
四
十
才
ぐ

ら
い
ま
で
で
、
高
校
卒
（
旧

制
中
学
も
含
む
）
以
上
の
学

歴
が
あ
り
、
事
務
経
験
、
通

勤
可
能
な
方

▼
給
与
一
時
間
八
十
円

（
交
通
賞
は
支
給
し
な
い
）

▼
勤
務
時
間
４
月
か
ら
９
月

（
午
前
９
時
か
ら
４
時
）
佃

月
か
ら
３
月
（
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時
）

▼
提
州
書
類
自
筆
の
履
歴
書

（
・
へ
勿
字
横
書
き
、
写
真
添

付
）

特
別
弔
慰
金
支
給
対
象
者
は

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
は

昭
和
旧
年
吃
月
８
日
以
後
死
亡

し
た
戦
没
者
の
遺
族
で
、
戦
没

者
の
死
亡
に
つ
い
て
現
在
、
そ

の
族
造
中
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん

他
の
遺
族
の
誰
も
が
年
金
を
う

け
て
い
な
い
と
い
う
条
件
の
も

と
で
次
に
該
当
す
る
方
。

①
遣
族
援
法
に
よ
り
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
た
方

②
弔
慰
金
を
受
け
た
遣
族
か
昭

和
扣
年
４
月
１
日
以
前
に
死

亡
し
た
場
合
で
、
戦
没
者
の

子
、
又
は
兄
弟
、
姉
妹
か
あ

る
時

▼
提
出
先
本
町
一
の
一
○
○

高
萩
市
役
所
秘
書
課
人
事
係

高
萩
市
子
ど
哨
会
育
成
連
合

会
で
は
、
次
に
よ
り
テ
ン
ト
等

の
貸
出
し
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
・

記

テ
ン
ト
使
用
料
Ⅱ
子
供
会

一
張
一
日
一
○
○
円

一
般
、
高
校
生
二
○
○
円

ハ
ン
ゴ
ー
だ
け
Ⅱ
一
個
に
つ
き

子
供
会
一
○
円
、
一
般
は

二
○
円

テ
ン
ト
使
用
の
と
き
に
は
、

一
張
り
に
つ
き
ハ
ン
・
コ
ー
ニ
個

折
り
た
た
ゑ
バ
ケ
ツ
一
個
、

ロ
ー
ソ
ク
ヲ
ン
プ
一
個
、
ス
コ

シ
プ
一
個
が
入
っ
て
お
り
ま
す

申
込
先
Ⅱ
福
祉
事
務
所
子
供
会

事
務
局
へ

テ
ン
ト
の
利
用
を

－478－


